
令和３年６月１５日 

柳瀬川町内会会員各位      

柳瀬川町内会 

                    作成 会長 竹前 栄二 

令和３年６月度役員会議事録    

議題及び確認事項・決定事項 

 

開催日：令和３年６月１２日（土） 開催時間：１９：００～１９：４５  

開催場所：柳瀬川町内会館         

出席者：１２名  会長・副会長・班長 

 

議題  

１・前期集金状況の件  会計担当小島氏より報告 

1-1：留守がちの世帯が未納になっている。会長より連絡をする。 

２・赤十字募金について。締切り ６月２７日（日曜日）  

2-1：集金後は担当副会長に届けてください。 

2-2：前年度コロナ禍で行事のできない為資金を「赤い羽根」「歳末募金」に振り替えた 

  今回もコロナ禍で納涼大会など行事が中止の予定だが、「赤十字募金」まで資金を振 

  り返ると、予算不足となるため、戸別集金でお願いしたい。 

  回覧で募金のお願いが回りますのでご協力お願いいたします。 

３・６月１９日防災訓練の内容（詳細は回覧済み） 

    日 時  ６月１９日（土曜日）  １０時～１２時 

    場 所  可搬ポンプ場所 

   訓練内容 

   １・可搬式ポンプの継手の訓練 

   ２・小型ポンプを使って呼び水注入訓練 

   ３・可搬式ポンプの稼働マニュアルの習熟訓練 

   ４・リヤカーで防災用具（土嚢）等の運搬訓練 

   ５・トイレ着替えテント組み立て訓練 

   ６・ハザードマップの確認 （持参願います） 

   ７・非常用雨水タンクについて  

 ４・その他 

   4-1：夏祭り、民踊流し開催はコロナ禍の為中止となります。 

    夏祭りの代わりに、「ラジオ体操」を行いたいと思います。 

    出席回数に応じて景品を大人、子供用に出す他に、今年限りですが「マスク助成金４ 

    万円」が出ますので全世帯に配布する。（７月半ばの予定） 

4-2：今月から「竹前民生委員」「伊藤母子保健推進員」に活動状況を報告して貰いま 

  す。（活動内容を理解して貰うたは志木市ホームページからコピーしました） 

   近年、災害の多発、孤独死、近隣との交流が希薄となり、色々な問題が山積しておりま 

   す。現在その問題解決に活動をしている、委員に現状を報告、活動に対し理解を深めて 



   いただき情報の共有をお願いしたいと思います。 

 ・民生委員の活動状況（竹前委員）活動内容。 

  民生委員・児童委員は民生委員法及び児童福祉法に基づいて地域に設置が定められた福 

  祉や子育てに関するボランティアで、社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に立っ 

  て相談に応じ、必要な援助を行い、福祉行政とのパイプ役として社会福祉増進のために 

  活躍しています。志木市には、現在、84人の民生委員・児童委員（うち 6人は、主任 

  児童委員）がいます。 

 ・民生委員・児童委員は、地域のみなさんの相談相手です。次のようなことで、お困りの場 

  合は、ひとりで悩まずに、担当地区の民生委員・児童委員にお気軽にご相談ください。 

      •高齢者介護に関すること 

      •子育てに関すること 

      •健康・医療に関すること 

      •暮らしのこと 

      •家族関係のこと 

      •そのほかいろいろな悩みごとなど 

      また、民生委員・児童委員には、守秘義務が課せられており、みなさんから受け 

      た相談内容の秘密を守ります。 

      さらに、個人情報やプライバシーの保護に配慮した支援活動を行います。 

  ・母子保健推進員活動内容（伊藤員） 

   母子保健推進員は、市の保健事業への協力や健康増進センターと連絡をとりながら、妊 

   婦さんやお子さんのいるご家庭への訪問、それぞれの地域での三世代・子育て支援交流 

   会の開催など、母と子の幸せを願い、安心して育児ができる環境づくりを目指して活動 

   しています。また、地元で皆さんのよき相談相手になれるよう、健康増進センターで行 

   われる研修会などに参加して自己研けん鑽さんに努めています。 

   現在、各町内会長から推薦され、市長の委嘱（２年任期）を受けた 141人の母子保健推 

   進員が、市内全域で活動しています。 

  ※母子保健推進員は推進員証を携帯しています。また、訪問時に物品などの販売は一切 

   行っていません。 

   私たち母子保健推進員は、町内会から推薦を受けて活動をしています。 

   妊婦さんや赤ちゃんを出産された人、乳幼児健診未受診の人へ訪問しています。 

   地域の様子がわからず不安を感じる若い世帯との話し相手として、長いお付き合いがで 

   きればと思っています。 

   ご近所の公園や三世代・子育て支援交流会などの情報も伝えていきます。 

   育児は楽しく希望があります。市のパイプ役として健康増進センターの保健師と連携し 

   て見守っています。地域で見かけたら、声をかけてください。 

    

以上 


